
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.開催日 令和６年１１月１０日（日）１０時～１６時３０分 

2.場 所 飯豊町中津川の広葉樹林（材料収集）及び源流の森（企画・製作） 

3.日 程 

10:00 飯豊町白川荘集合 開会 オリエンテーション 

10:45 現地着 広葉樹林、製品開発のヒント等の説明 

13:00 昼食・休憩（白川荘） 

13:45 構想・考案・試作（以後、源流の森） 

15:45 結果発表 

16:30 閉会 

4.募集人数 ２０名程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広葉樹材の新たな利用を考えるワークショップ 

立木を木材として利用するために伐採収穫するときに、利用されないで現地に放置されるものがあり

ます。これらは、一般的に「林地残材」と呼ばれ、伐採時に発生する受け口や、細い幹や枝葉、曲がり

材などを指します。 

 この林地残材を利用できるものに変えることができたら、捨てられていた森林資源に新たな価値を与

えることになり新たな森林業につながる可能性を秘めています。 

 この企画は、広葉樹林の伐採収穫現場に出向き、自由な発想で残材を拾い集め製品化の企画を構想

し、試作品を作るという試みです。 

 「林地残材」から「暮らしに活かす資源」への転換に挑戦しませんか。 



広葉樹材の新たな利用を考えるワークショップ

 参加料（昼食代等）\1,000 を当日申し受けます。

 


